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１  はじめに  
 令 和 ２ 年 以 降 の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感

染 症 の 感 染 拡 大 に よ り 、 行 政 機 関 の 関 係

職 員 は 予 め 防 護 服 の 着 脱 の 手 技 を 習 得 し

ておくことの必要性が再認識された。  
 保健所では、感染拡大時、医師、保健師

等の職種に限らず、事務職、衛生監視、薬

剤 師 な ど 全 職 員 に よ る 体 制 を 構 築 し 、 管

内 の 市 や 関 係 機 関 と 連 携 し て 対 応 に あ た

っている。そのため、平時から所内や市の

職 員 が 職 種 に 限 ら ず 、 感 染 症 に 関 す る 知

識 や 実 践 的 な 対 応 力 を 身 に 着 け る た め の

研 修 や 訓 練 を 受 け る こ と が 健 康 危 機 発 生

時の備えとして重要である。  
 南 多 摩 保 健 所 で は 、 以 前 よ り 管 内 ３ 市

合 同 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 対 策 訓 練 と し

て、防護服の着脱訓練や N95 マスクのフ

ィ ッ ト テ ス ト を 実 施 し て い た が 、 コ ロ ナ

禍 の 令 和 ２ 年 度 以 降 は 開 催 を 見 送 っ て い

た （ 令 和 ３ 年 度 は 南 多 摩 保 健 所 感 染 予 防

対策研修として規模を縮小して開催）。  
 令 和 ５ 年 度 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感

染症対応も踏まえ、所内の医師、保健師の

専 門 職 と 事 務 職 で 連 携 し て 管 内 ３ 市 合 同

感染症予防対策（防護服着脱）訓練として

実施したため、ここに報告する。  
 
２  実施内容  
１）実施体制  
 企画段階から企画調整課（事務職２名、

保健師１名）と保健対策課（保健師２名）

で連携、協力し準備を進めた。企画書や  

 
進 行 表 等 の 素 案 作 成 や 所 内 及 び 市 へ の 連

絡 調 整 等 は 企 画 調 整 課 が 担 い 、 訓 練 の 具

体的内容、着脱の手技に係る資料作成等、

専 門 性 の 高 い 内 容 は 保 健 対 策 課 が 担 っ た 。 
 
２）訓練の目標  
 患 者 等 に 対 応 す る 職 員 が 感 染 か ら 身 を

守 る た め に 防 護 服 を 確 実 に 着 脱 す る 意 義

を 理 解 し 、 防 護 服 着 脱 時 に 感 染 す る 可 能

性 が あ る こ と を 認 識 す る こ と 、 他 の 職 員

へ 防 護 服 着 脱 時 の ポ イ ン ト を 説 明 で き る

よ う 防 護 服 の 正 し い 着 脱 方 法 を 身 に つ け

ること、自分の顔に適合した N95 マスク

の種類を確認することを目標とした。  
 
３）訓練の実施内容  
①講義「感染症の基礎知識等」  
 感染成立の三要素（病原体、感染経路、

宿 主 側 の 感 受 性 ） や 個 人 防 護 服 に つ い て

公 衆 衛 生 医 師 に よ る 講 義 を 行 い 、 演 習 の

前 に 受 講 者 の 感 染 症 の 基 礎 知 識 等 の 定 着

を図った。  
②演習「 N95 マスクフィットテスト」  
 N95 マスクについての説明、装着のデ

モ ン ス ト レ ー シ ョ ン の 後 、 マ ス ク フ ィ ッ

トテスト用の機器（２台）によるフィット

テストを実施した（ N95 マスクは７種類

用意）。テストはマスク装着後すぐの即時

チ ェ ッ ク と 、 即 時 チ ェ ッ ク 合 格 時 に は 指

定動作（前屈、首振り、発声）後チェック

を行った。  
 フ ィ ッ ト テ ス ト の 待 ち 時 間 に は 、 当 日



 
実 技 で 使 用 し な い ガ ウ ン タ イ プ の 防 護 服

着脱の動画を放映した。  
③演習「防護服着脱訓練」  

保 健 対 策 課 職 員 に よ る デ モ ン ス ト レ ー

シ ョ ン の 後 、 感 染 症 対 応 を 行 う 役 割 と し

て 着 る 人 と 、 着 脱 の 介 助 を 行 う 役 割 と し

て 着 る 人 の ２ 人 １ 組 で 役 割 交 代 し て 着 脱

訓 練 を 実 施 し た 。 防 護 服 は ワ ン ピ ー ス タ

イプを使用した。  
 防 護 服 を 着 衣 後 は 、 着 脱 会 場 か ら 出 て

保 健 所 内 を 歩 き 、 防 護 服 を 着 用 し た 状 態

での動きにくさ、暑さを体感した。着脱会

場 に 戻 っ て か ら の 防 護 服 の 脱 衣 で は 、 脱

衣 前 に 蛍 光 ロ ー シ ョ ン を 利 用 し 、 脱 衣 後

に 介 助 者 含 め 、 ブ ラ ッ ク ラ イ ト の 照 射 を

行 う こ と で 、 脱 衣 に よ る 周 囲 へ の 汚 染 の

チェックを行った。  
 
３  実施結果  
１）訓練参加者  

 
２）アンケート結果  

 

 

 
④  感想、意見等  
【市・事務職】複数のマスク、テスト機器、

ブ ラ ッ ク ラ イ ト な ど 、 準 備 物 品 が 充 実 し

ていた。  
【市・保健師】マスクをつけて歩いてみて、

こ の 状 態 で 市 民 対 応 を す る の は と て も 労

力がいると感じた。  
【保健所・事務職】実際に着脱を行うこと

で 、 完 全 に 対 策 を 行 う こ と の 難 し さ を 知

る こ と が で き た 。 リ ス ク と 戦 い な が ら 業

務 に あ た る 大 変 さ を 少 し だ が 実 感 で き た 。 
【保健所・保健師】動画の後、説明と実演

があり、実践の流れがわかりやすかった。 
 
４  まとめ  
 本訓練には、保健師以外の専門職、事務

職 の 参 加 も あ り 、 職 種 に 限 ら ず 感 染 症 に

関 す る 知 識 や 実 践 的 な 対 応 力 を 身 に つ け

る 機 会 と す る こ と が で き た 。 平 常 時 に 感

染 症 対 応 に 従 事 す る 機 会 の な い 事 務 職 が

感 染 症 対 応 業 務 の こ と に つ い て 理 解 を 深

め ら れ た こ と は 健 康 危 機 へ の 備 え に つ な

がったと考えられる。  
 ま た 、 訓 練 実 施 に 向 け て 保 健 所 の 事 務

職 と 専 門 職 と が 連 携 し て 取 り 組 む こ と に

よ り 、 日 頃 よ り 感 染 症 対 応 業 務 に あ た っ

て い る 保 健 所 の 専 門 性 を 活 か し 、 基 本 的

な 内 容 か ら 具 体 的 、 実 践 的 な 内 容 ま で 盛

り 込 む こ と が で き た 。 防 護 服 着 脱 の 手 技

等 は 繰 り 返 し 実 施 し 、 定 着 さ せ る こ と が

重 要 で あ り 、 南 多 摩 保 健 所 で は 引 き 続 き

健 康 危 機 発 生 時 の 備 え と な る 訓 練 を 実 施

していく。  

専門職
（保健師）

専門職
（保健師以外）

事務職 合計

市 3 1 3 7

保健所 5 1 3 9

合計 8 2 6 16

※上記に加え、看護学生（インターンシップ）２名が参加


